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城北しんきん 地域景況調査 
2022年 4～6月実績 および 当面の見通し 

インターネット版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 
 
 

＊ 業況判断指数（業況ＤＩ）は、前期から８ポイント上昇して△１６となり、２０２０年６月期以来改

善傾向が続いています。 
 

＊ 地域別の業況ＤＩは、東京都内では９ポイント上昇して△１７、埼玉県内でも４ポイント上昇し△１５

となりました。 
 

＊ 業種別の業況ＤＩは、全業種で改善しており、特に製造業・卸売業では大きく１０ポイント以上

上昇しました。 
 

＊ 売上額ＤＩは、前期から大きく１１ポイント増加して△９となりました。業種別に見ると、製造業・

卸売業・小売業・サービス業で１０ポイント以上増加しました。来期は、全体では２ポイント増

加し△７となる見通しです。 
 

＊ 収益ＤＩは、前期から６ポイント増加して△１５となりました。来期は、全体では３ポイント増加

し△１２となる見通しです。 
 

＊ 仕入・原材料価格ＤＩは、前期から１１ポイント上昇して＋４２となりました。業種別に見ると、

全業種で上昇しており、特に製造業・卸売業・小売業・不動産業で大きく上昇しました。来期は＋

３９と、３ポイント下降する予想ながら、引き続き高い水準で推移する見通しです。 
 

＊ 販売・請負価格ＤＩは、１０ポイント増の＋１６となりました。来期は３ポイント減の＋１３とな

る見通しです。 
 

＊ 在庫ＤＩは、３ポイント下降し△５となりました。来期は増減なく推移する見通しです。 
 

＊ 資金繰りＤＩは、前期から２ポイント上昇して△９となり、新型コロナウイルス感染症拡大前の

２０２０年３月期と同水準まで回復しました。来期は今期並の△８となる見通しです。 
 

＊ 設備投資を実施した企業の割合は、今期は０.２ポイント増加し７.４％となりました。来期は、

０.９ポイント減少し６.５％となる見通しです。 
 

＊ 来期の業況の見通しは、全体では１ポイント改善し△１５と、今期並となる見込みです。仕入・原

材料価格の上昇など厳しい状況が続いており、慎重な見通しとなっているようです。 

＊ 経営上の問題点については、建設業では「材料価格の上昇」、不動産業では「同業者間の競争の激化」

が１位となりました。その他の４業種では「売上の停滞・減少」が１位に挙げられています。 
 

＊ 重点経営施策については、製造業・卸売業では「販路を広げる」、小売業・サービス業・建設業で

は「経費を節減する」、不動産業では「情報力を強化する」が１位に挙げられました。 
 

＊ 日銀短観ＤＩ（中小企業）は、製造業では前期並の△４、非製造業では５ポイント改善し△１と

なり、前期の見通しは上回ったものの、横ばいでの推移が続いています。来期は、製造業では

１ポイント減の△５、非製造業では４ポイント減の△５と、依然として厳しい状況が続く見通

しです。 

《当金庫調査・総合》業況は回復も、多くの業種で仕入価格の上昇が不安材料に。 
 
 
 
全体の業況ＤＩも改善 



 

 

 

【２０２２年４～６月期】  回答総数  １,０６６先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   業種別天気図（全体）              地域別天気図 

   時期 

業種別 
前 期 今 期 当 面 

   地域 

業種別 
都 内 埼 玉 

総 合      ☂ ☁ ☁ 総 合      ☁ ☁ 

製 造 業      ☂ ☁ ☁ 製 造 業      ☁ ☁ 

卸 売 業      ☃ ☂ ☁ 卸 売 業      ☂ ☁ 

小 売 業      ☃ ☂ ☂ 小 売 業      ☂ ☃ 

サービス業 ☂ ☂ ☂ サービス業 ☂ ☁ 

建 設 業      ☁ ☁ ⛅ 建 設 業      ☁ ☁ 

不 動 産 業      ☁ ⛅ ⛅ 不 動 産 業      ⛅ ☁ 

（この天気図は､景気指標を総合的に判断して作成したものです） 

好調 ←  ☀  ⛅  ☁   ☂   ☃  → 不調 

 
 

日銀短観との業況ＤＩの比較 

調   査   先 ２０２２年３月調査 ２０２２年６月調査 ２０２２年９月予想 

製 造 業 

短観・大 企 業   １４   ９   １０ 

短観・中堅企業   ３   ０  △ ３ 

短観・中小企業  △ ４  △ ４  △ ５ 

当金庫調査先  △ ２３  △ １３  △ １２ 

非製造業 

短観・大 企 業   ９   １３   １３ 

短観・中堅企業   ０   ６  １

  短観・中小企業  △ ６  △ 1 

 
 △ 5 

 当金庫調査先  △ ２４  △ １８  △ １６ 
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業況ＤI は改善も、原材料価格の上昇続く 
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【２０２２年４～６月期】  回答数  ３５２先 

 

 

＊ 業況ＤＩは、大きく１０ポイント改善し△１３となりました。地域別に見ると、東京都内では１１

ポイント増の△１３、埼玉県内でも８ポイント増の△１０と、これまで大きかった地域差は縮小傾

向にあります。来期は、全体では今期並の△１２となる見通しです。 

＊ 売上額ＤＩは、大きく１０ポイント増加して△７となりました。地域別に見ると、東京都内では１１

ポイント増加して△９、埼玉県内でも８ポイント増加し±０となりました。 

＊ 収益ＤＩは、８ポイント増加して△１２となりました。地域別に見ると、東京都内では大きく１０

ポイント増加して△１２、埼玉県内でも２ポイント増加し△１１となりました。 

＊ 原材料価格ＤＩは、１１ポイント増の＋４９で、７期連続での上昇となりました。販売価格ＤＩも

１０ポイント上昇し＋１５となりました。 

＊ 設備投資を実施した企業の割合は、１.６ポイント増加して１１.４％となりました。 

 

 

＊ 経営上の問題点では、「原材料高」（３５.８％）との回答の増加が続いており、１位の「売上の停

滞・減少」（３６.４％）に迫る勢いとなりました。 

＊ 当面の重点経営施策では、「販路を広げる」（５２.８％）が引き続き１位となり、次いで「経費を

節減する」（４６.９％）が２位となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概 況 

経営上の問題点・当面の重点経営施策 

52.2

47.5

42.3

40.6

36.4

11.7

13.2

22.5

23.5

35.8

31.7

31.5

28.8

24.4

27.0

13.7

16.0

12.4
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10.8

51.9

54.8
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57.4

56.8
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今期

売上の停滞・減少
同業者間の

競争の激化
原材料高

利幅の

縮小

大手企業との

競争の激化
その他

66.9

59.0

56.9

52.9

52.8

47.3

43.8

46.2

45.1

46.9

17.2

14.9

19.0

17.4

16.5

10.4

10.7

7.4

10.4

9.7

7.1

7.6

8.8

8.1

8.0

31.0

34.2

35.4

30.5

35.7

2021/06

2021/09

2021/12

2022/03

今期

販路を広げる 経費を節減する
新製品・技術

を開発する

情報力を

強化する

人材を

確保する
その他



 

 

業況ＤＩは改善も、仕入価格の上昇続く 
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【２０２２年４～６月期】  回答数  １０７先 

 

 

＊ 業況ＤＩは、大きく１３ポイント改善して△２１となりました。地域別に見ると、東京都内では１

４ポイント改善して△２５、埼玉県内でも１４ポイント改善し△１１となりました。来期は、全体

では７ポイント改善し△１４となる見通しです。 

＊ 売上額ＤＩは、大きく１８ポイント増加して△７となりました。地域別に見ると、東京都内では２０

ポイント増の△１１、埼玉県内でも１７ポイント増の＋３となりました。来期は、全体では４ポイ

ント持ち直し△３となる見通しです。 

＊ 収益ＤＩは、６ポイント増加して△１７となりました。地域別に見ると、東京都内では８ポイント

増の△２０、埼玉県内でも３ポイント増の△１１となりました。 

＊ 仕入価格ＤＩは、１３ポイント増で＋４９となり、５期連続で上昇しています。販売価格ＤＩも、

１５ポイント上昇し＋２７となりました。 

 

 

＊ 経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」（３７.４％）、「同業者間の競争の激化」（３５.５％）と

の回答が高い割合を占めました。 

＊ 当面の重点経営施策では、「販路を広げる」（５５.１％）が引き続き１位となりました。次いで「経

費を節減する」（４７.７％）が２位となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概 況 

経営上の問題点・当面の重点経営施策 

52.3

49.1

50.9

43.5

37.4

39.6

31.8

36.4

33.3

35.5

12.6

15.5

16.4

16.7

19.6

8.1

5.5

11.8

14.8

14.0

7.2

8.2

9.1

7.4

9.3

53.2

67.3

56.4

64.8

57.9

2021/06

2021/09

2021/12

2022/3

今期

売上の停滞・減少 同業者間の競争の激化
仕入先からの

値上げ要請

利幅の

縮小
人手不足 その他

68.5

65.5

58.2

58.3

55.1

49.5

49.1

48.2

45.4

47.7

17.1

13.6

14.5

15.7

13.1

11.7

10.9

13.6

11.1

12.1

4.5

6.4

4.5

7.4

8.4

32.4

37.3

35.5

36.1

33.6

2021/06

2021/09

2021/12

2022/3

今期

販路を広げる 経費を節減する
品揃えを

充実する

情報力を

強化する

人材を

確保する
その他



 

 

 売上額ＤＩが大きく上昇、業況も改善 
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【２０２２年４～６月期】  回答数  ２２９先 

 

 

＊ 業況ＤＩは、４ポイント改善して△２７となりました。地域別に見ると、東京都内では４ポイ

ント増の△２５、埼玉県内でも４ポイント増の△３６となりました。来期は、全体では３ポイン

ト改善し△２４となる見通しです。 

＊ 売上額ＤＩは、大きく１５ポイント増加して△１４となりました。地域別に見ると、東京都内では

１７ポイント増の△１３、埼玉県内でも７ポイント増の△１９となりました。来期は、全体では３

ポイント増加し△１１となる見通しです。 

＊ 収益ＤＩは、６ポイント増加して△２３となりました。地域別に見ると、東京都内では１０ポイン

ト増の△２０、埼玉県内では４ポイント減の△３２となりました。 

＊ 仕入価格ＤＩは、１８ポイント上昇して＋３５となりました。販売価格ＤＩも、１４ポイント上

昇し＋１５となりました。 

 

 

＊ 経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」（４１.５％）が１位に挙げられました。そのほか、「仕

入先からの値上げ要請」（１６.６％）との回答が増加傾向にあります。 

＊ 当面の重点経営施策では、前期に引き続き「経費を節減する」（３５.８％）、「品揃えを改善する」

（２９.７％）が上位に挙げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概 況 

経営上の問題点・当面の重点経営施策 

55.4

50.0

47.2

44.5

41.5

24.5

26.8

21.3

24.5

23.6

21.9

22.8

19.6

18.8

17.9

4.7

5.7

6.8

9.2

16.6

4.7

7.0

3.8

7.4

11.8

58.8

51.8

57.0

55.9

55.9

2021/06

2021/09

2021/12

2022/03

今期

売上の停滞・減少 同業者間の競争の激化
仕入先からの

値上げ要請

大型店との

競争の激化
利幅の縮小 その他

38.6

37.7

35.7

37.1

35.8

36.1

28.5

29.4

30.6

29.7

21.0

25.0

24.7

20.1

22.3

15.9

13.6

14.9

12.7

13.5

13.7

10.1

12.3

12.7

12.2

38.2

41.2

40.4

41.9

44.5

2021/06

2021/09

2021/12

2022/03

今期

経費を節減する 品揃えを改善する
売れ筋商品

を取り扱う

宣伝・広告を

強化する

商店街事業を

活性化させる
その他



 

 

業況ＤＩは改善、売上・収益も上昇 
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【２０２２年４～６月期】  回答数  １３５先 

 

 

＊ 業況ＤＩは、８ポイント改善し△２０となりました。地域別に見ると、東京都内では８ポイント増

の△２０、埼玉県内でも８ポイント増の△２０となりました。来期は、全体では今期並の△２１で

推移する見通しです。 

＊ 売上額ＤＩは、大きく１９ポイント増加して△９となりました。地域別に見ると、東京都内では１５

ポイント増加して△１３、埼玉県内でも２４ポイント増加し△４となっています。来期は、全体で

は３ポイント減の△１２となる見通しです。 

＊ 収益ＤＩは、７ポイント増加して△１８となりました。地域別に見ると、東京都内では７ポイント

増加して△１８、埼玉県内でも７ポイント増加し△１８となりました。 

＊ 材料価格ＤＩは、２ポイント上昇して＋２４となりました。料金価格ＤＩは、前期並の＋３とな

りました。 

 

 

＊ 経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」（４５.９％）、「同業者間の競争の激化」（４２.２％）が

上位に挙げられました。 

＊ 当面の重点経営施策では、「経費を節減する」（４３.０％）が引き続き１位となりました。２位に

は「販路を広げる」（３５.６％）が続きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概 況 

経営上の問題点・当面の重点経営施策 

52.6

45.8

41.9

41.9

45.9

48.2

43.5

41.9

41.2

42.2

3.6

4.6

8.8

8.1

14.1

10.2

5.3

6.6

5.1

8.1

10.9

10.7

11.0

9.6

8.1

48.2

57.3

52.2

55.9

47.4

2021/06

2021/09

2021/12

2022/3

今期

売上の停滞・減少 同業者間の競争の激化
人手

不足

利幅の

縮小

材料価格

の上昇
その他

46.7

46.6

44.1

44.1

43.0

44.5

38.9

32.4

33.1

35.6

31.4

37.4

29.4

24.3

29.6

8.0

6.9

5.9

7.4

9.6

10.9

6.9

8.1

9.6

8.1

33.6

28.2

40.4

41.9

34.1

2021/06

2021/09

2021/12

2022/3

今期

経費を節減する 販路を広げる
技術力を

強化する

宣伝・広告

を強化する

人材を

確保する
その他



 

 

業況ＤＩは改善も、材料価格は高水準に 
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【２０２２年４～６月期】  回答数  １３１先 

 

 

＊ 業況ＤＩは、前期並の△８となりました。地域別に見ると、東京都内では７ポイント改善して△１２、

埼玉県内では８ポイント悪化し△４となりました。来期は、全体では３ポイント改善し△５となる

見通しです。 

＊ 売上額ＤＩは、４ポイント増加して△１１となりました。地域別に見ると、東京都内では１７ポ

イント増の△１１、埼玉県内では１４ポイント減の△１２となり、地域差が縮小しました。来期は、

全体では７ポイント増加し△４となる見通しです。 

＊ 収益ＤＩは、５ポイント増加し△１２となりました。地域別に見ると、東京都内では大きく１６ポ

イント増の△１４、埼玉県内では１１ポイント減の△１１となりました。 

＊ 材料価格ＤＩは、７ポイント増の＋５３で、依然として増加傾向が続いています。請負価格ＤＩは、

９ポイント増の＋１４となりました。 

 

  

＊ 経営上の問題点では、「材料価格の上昇」（４８.１％）との回答が引き続き増加し、今期も１位に

挙げられました。 

＊ 当面の重点経営施策では、「経費を節減する」（４８.１％）が１位となりました。「販路を広げる」

（４１.２％）も引き続き上位に挙げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概 況 

経営上の問題点・当面の重点経営施策 

20.5

22.3

33.6

38.2

48.1

36.4

33.1

31.3

28.2

32.1

40.2

37.7

32.8

31.3

29.0

10.6

7.7

12.7

13.0

17.6

15.9

15.4

11.9

10.7

16.8

48.5

56.9

40.3

48.1

40.5

2021/06

2021/09

2021/12

2022/03

今期

同業者間の

競争の激化
売上の停滞・減少

大手企業との

競争の激化
材料価格の上昇 利幅の縮小 その他

41.7

47.7

40.3

31.3

48.1

52.3

46.2

42.5

47.3

41.2

21.2

19.2

20.1

22.9

24.4

19.7

22.3

20.1

16.0

22.1

18.2

13.8

16.4

15.3

16.8

20.5

23.8

25.4

28.2

22.1

2021/06

2021/09

2021/12

2022/03

今期

経費を節減する 販路を広げる
人材を

確保する

情報力を

強化する

技術力を

高める
その他



 

 

全体の業況は改善も、売上・収益は悪化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

全 体

都 内

埼 玉

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

全 体

都 内

埼 玉

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

全 体

都 内

埼 玉

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

50

60

仕入価格

販売価格

在 庫



 

 

 

【２０２２年４～６月期】  回答数  １１２先 

 

 

＊ 業況ＤＩは、４ポイント改善して△７となりました。地域別に見ると、東京都内では９ポイント増

の△３、埼玉県内では５ポイント減の△１３となりました。来期は、全体では３ポイント減の△１０

となる見通しです。 

＊ 売上額ＤＩは、６ポイント減少して△７となりました。地域別に見ると、東京都内では前期並の△３

となった一方、埼玉県内では大きく１５ポイント減の△１３となりました。来期は、全体では３ポ

イント増の△４で推移する見通しです。 

＊ 収益ＤＩは、４ポイント減少して△７となりました。地域別に見ると、東京都内では７ポイント増

の△２となった一方、埼玉県内では大きく２１ポイント減の△１５となりました。 

＊ 仕入価格ＤＩは、１２ポイント増の＋４０となりました。販売価格ＤＩも、１１ポイント増の＋３０

となりました。 

 

 

＊ 経営上の問題点では、「同業者間の競争の激化」（３７.５％）が引き続き１位となりました。その

ほか、「商品物件の高騰」（３３.９％）との回答が増加傾向にあります。 

＊ 当面の重点経営施策では、「情報力を強化する」（４０.２％）、「販路を広げる」（３７.５％）など、

さまざまな施策に一定数の回答がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概 況 

経営上の問題点・当面の重点経営施策 

41.6

33.9

33.3

41.6

37.5

18.6

21.0

21.1

24.8

33.9

32.7

29.0

28.1

34.5

33.0

23.9

21.0

17.5

12.4

19.6

19.5

27.4

20.2

19.5

17.0

15.9

12.6

21.9

19.5

18.8

2021/06

2021/09

2021/12

2022/03

今期

同業者間の競争の激化 商品物件の不足
売上の停滞・

減少

大手企業との

競争の激化
商品物件の高騰 その他

38.1

36.9

31.6

34.5

40.2

38.1

38.7

28.1

30.1

37.5

35.4

27.9

26.3

26.5

32.1

37.2

31.5

30.7

27.4

25.9

11.5

8.1

9.6

13.3

10.7

21.2

31.5

35.1

29.2

29.5

2021/06

2021/09

2021/12

2022/03

今期

販路を広げる情報力を強化する
宣伝・広告を

強化する
経費を節減する

提携先を

見つける
その他



 

調査先数              回答率９８％ 

業  種 調査先数 回 答 数 

製 造 業 ３６２ ３５２ 

卸 売 業 １０８ １０７ 

小 売 業 ２３４ ２２９ 

サービス業 １３８ １３５ 

建 設 業 １３１ １３１ 

不 動 産 業 １１３ １１２ 

全 体 １,０８６ １,０６６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『地域景況調査』第７５号発刊にあたり、ご多忙中にもかかわらずアンケート調査にご協力いただきました事業主の皆様に厚く 

御礼申しあげます。今後ともぜひご愛読いただき、また内容について忌憚のないご意見をお寄せいただければ幸いに存じます。 

 

調査要領 

調査方法： 都内城北・埼玉県南地区のお取引先を職員が訪問し、
面接聞き取り方式によりアンケート調査を行いました。調
査は３ヶ月ごとに継続的に実施され、その結果をまとめ
たものが本誌『地域景況調査』です。 

調査時期： ２０２２年４月から６月期を対象に、５月中旬～下旬に実
施いたしました。 

分析方法： 各項目において、「良い」「悪い」といった回答の占める割
合からＤＩ（ディフュージョン・インデックス：拡散指数）を求
め、時系列的に観察しています。これは、景気を押し上げ
る力と引き下げる力のどちらが強いかを比べて、景気が
好不況どちらに向かっているのかをつかむ分析方法です。 
ＤＩ＝「増加（上昇・好転）が占める割合」－「減少（下降・悪化）が占める割合」 

 
日銀短観は、２０２２年３月調査から調査対象企業が見直されました。本誌では、２０２１年１２月調査以前については旧基準
による計数を、２０２２年３月調査以降については新基準による計数を使用しています。 
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